
表彰対象者の募集について 

（膜構造デザイン賞・技術賞・環境貢献賞） 

 

一般社団法人 日本膜構造協会  

 

 

膜構造は、その特性を活かし特徴のあるデザイン、安全で快適な大空間づくり

において、様々な活用がされています。 

一般社団法人日本膜構造協会では、品質の高い膜構造の実現と膜構造の一層

の発展と普及に向け活動を展開しているところですが、この度その一環として

膜構造・膜材料に係る優れた取り組みを表彰することとし、対象者を広く募集す

ることと致しました。 

表彰は、「膜構造デザイン賞」「技術賞」及び「環境貢献賞」の３つの区分を設

けて公募し、それぞれの区分ごとに応募のあったものから審査を経て優秀なも

のを選考して表彰を行います。詳しくは「募集要項」をご覧ください。 

膜構造に関わる多くの皆様からの応募をお待ちします。 

 

 

 

令和５年８月２４日 
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表 彰 募 集 要 項 

 

一般社団法人日本膜構造協会 

 

１ 募集する表彰対象は、次の３区分とします。 

 

① 膜構造デザイン賞 

膜構造の新たな方向性を示す優れたデザインや、美しく意匠性に優れ

たデザインなど、その設計やデザインにより膜構造の発展・普及への貢

献があると考えられるもので、実際に建設されたものを対象とし、選考

の上表彰します。 

② 技術賞 

膜構造、膜材料等に関する技術で、これらの発展・普及に貢献があると

考えられるものを選考の上表彰します。 

③ 環境貢献賞 

膜材料の生産、膜構造の設計、施工、維持管理、リサイクルやリユース

などの分野において、環境に配慮し、低炭素社会へ貢献する取り組みを

対象とし、選考の上表彰します。 

 

２ 募集期間 

  令和５年８月２４日から１０月２０日とします。 

  

３ 提出書類 

   別紙応募様式に、応募内容の説明資料を添えてご提出ください。 

   説明資料は様式を定めませんが、Ａ４用紙で５ページ以内としてください。 

 

４ 応募にあたっての留意事項 

 

 共通事項：表彰の区分に応じその実現に貢献した個人又は組織を表彰の対象

とします。 

 

① 膜構造デザイン賞について 

・建築主（又は管理者）、設計者及び施工者の了解のもとに応募してくださ
い。 

・近年竣工したもので、供用開始後一定の期間（１年以上）を経過し、著し 

い設計・施工・管理上の問題の発生がないことを確認してください。 

・選考の過程で現地審査を行う場合がありますので、ご承知おきください。 

 
② 技術賞について 

・本協会会員を応募者に含めてください。 

・関係者の了解のもとに応募してください。 
・技術開発、創意工夫の適用にあたり、問題の発生や指摘がないことを確認

してください。 



  ・選考の過程で応募内容についてプレゼンテーションをお願いする場合が

ありますので、ご承知おきください。 

 
③  環境貢献賞について 

・本協会会員を応募者に含めて応募してください。 

・関係者の了解のもとに応募してください。 
・環境貢献への取り組みが、膜構造の発展や普及の妨げとなるものは対象と

しません。 

    ・選考の過程で、応募内容についてプレゼンテーションをお願いする場合が

ありますので、ご承知おきください。 

 

５ 審査 

   応募があったものから、以下により当協会表彰委員会において選考を行い、

原則として区分ごとに２件までを表彰します。 

  ・応募のあったものから対象を絞り込んだうえで、膜構造デザイン賞につい

ては表彰委員会の現地審査、技術賞及び環境貢献賞については表彰委員会

へのプレゼンテーションを行い、表彰対象を決定します。 

    ・審査の過程で、応募者と協議のうえ別の区分での表彰とする場合、その実

現に著しい寄与があったと認められる者を加えて表彰する場合があります。 

・応募のあった膜構造の供用開始後、設計、施工における重大な問題が指摘

されている場合、開発した技術等の適用において重大な問題の発生が認め

られるものについては表彰の対象としません。 

・審査にあたっては、応募内容に利害関係のある委員は表彰対象の決定には

関与しません。 

 

 

  


